
Republic of Indonesia

インドネシア

世界最大の島しょ国であり、さらなる人
口増加と経済成長が見込まれている。
2014年に成長戦略の目玉として「海洋
国家構想」を打ち出し、港湾整備や造
船業の振興、海運能力の強化などを推
し進めている。

国名  ：インドネシア共和国
首都 ：ジャカルタ
通貨 ： ルピア
人口 ：約2.55億人（2015年インドネ

シア政府統計）
公用語 ：インドネシア語

ジャカルタ

バタムシンガポール
インドネシア

マレーシア

ドマイ

マ
ラッカ・シンガポール海峡

ドマイVTSセンターのオペレーション棟。

乗
っ
て
い
く
様
を
間
近
で
見
て
き
た
。

バ
タ
ム
で
は
、
V
T
S
セ
ン
タ
ー
を

よ
く
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス

タ
ッ
フ
自
ら
が
施
設
を
充
実
さ
せ
、
高

性
能
監
視
カ
メ
ラ
の
導
入
も
果
た
し
た
。

バ
タ
ム
V
T
S
セ
ン
タ
ー
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
中
で
も
っ
と
も
進
ん
だ
施

設
と
な
り
、
他
の
V
T
S
セ
ン
タ
ー

か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に

な
っ
て
い
る
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
ゆ
く
ゆ
く

は
マ
シ
海
峡
で
の
国
際
的
に
定
め
ら
れ

た
船
位
通
報
制
度
に
参
加
し
た
い
と
公

式
に
表
明
し
て
い
ま
す
。
通
信
回
数
が

増
え
、
バ
タ
ム
と
ド
マ
イ
周
辺
海
域
で

の
経
験
を
積
み
、
能
力
を
高
め
て
い
ま

す
。
V
T
S
運
用
能
力
が
あ
る
こ
と

が
周
辺
国
に
浸
透
し
て
い
け
ば
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
肩
を
並
べ

て
、
海
峡
の
航
行
安
全
に
貢
献
で
き
る

国
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

利
用
料
も
導
入
し

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
マ
シ
海
峡
に
面
し
な
が
ら
も
V
T
S

の
整
備
が
遅
れ
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
、
2
0
0
8
年
か
ら
J
I
C
A
の

協
力
を
得
て
、
V
T
S
の
整
備
や
運

用
能
力
強
化
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
11

年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
対
岸
の
バ
タ
ム

島
に
、
16
年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
対
岸
の

ド
マ
イ
に
V
T
S
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
航
行
安
全
を
担
う
人
材
の
育
成
が

続
け
ら
れ
て
き
た
。

　
海
上
保
安
庁
の
鈴
木
伸
也
さ
ん
は
、

15
年
か
ら
V
T
S
の
専
門
家
と
し
て

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
駐
在
し
、
バ
タ
ム
、
ド

マ
イ
両
方
の
V
T
S
セ
ン
タ
ー
を
行
き

来
し
、
人
材
育
成
に
あ
た
っ
て
き
た
。
セ

ン
タ
ー
が
で
き
て
間
も
な
い
ド
マ
イ
で

は
、
約
20
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
国
際
的
な

認
証
を
取
得
で
き
る
V
T
S
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
研
修
を
行
っ
た
。
す
で
に
そ
の
研
修

が
終
わ
っ
て
い
た
バ
タ
ム
で
は
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
訓
練
を
重
ね
た
。

「
V
T
S
の
重
要
性
が
ス
タ
ッ
フ
に
な

か
な
か
浸
透
せ
ず
、
港
に
入
る
船
舶
と

通
信
す
る
回
数
も
伸
び
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
鈴
木
さ
ん
は
赴
任
当
時
を
振

り
返
る
。

　
そ
ん
な
と
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
運

輸
省
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
か
ら
、

「
V
T
S
セ
ン
タ
ー
と
通
信
し
た
船
舶

か
ら
V
T
S
利
用
料
を
徴
収
す
る
制

度
を
導
入
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」
と
相
談

　
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡（
マ

シ
海
峡
）
は
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
を

つ
な
ぐ
海
上
交
通
路
と
し
て
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
世
界
で
一
番

過
密
な
海
峡
と
も
い
わ
れ
、
年
間
の
航

行
船
舶
は
約
10
万
隻
。
航
行
船
舶
の

多
さ
に
加
え
、
海
峡
の
幅
の
狭
さ
、
地

形
や
海
流
の
複
雑
さ
な
ど
で
航
行
が
難

し
い
。
船
舶
の
航
行
安
全
の
た
め
に
は
、

船
舶
の
位
置
や
速
度
、
目
的
地
な
ど
を

陸
上
で
も
把
握
し
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て

航
行
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
力
を
発
揮
す
る
の
が
船
舶
通

航
支
援
サ
ー
ビ
ス（
V
T
S
）だ
。
レ
ー

ダ
ー
や
船
舶
自
動
識
別
装
置
な
ど
で
得

た
情
報
を
V
T
S
セ
ン
タ
ー
に
集
約

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
船
舶
の
動
き
を

把
握
し
、
船
舶
に
対
し
て
気
象
や
工
事

な
ど
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
浅
瀬
や

海
難
発
生
な
ど
の
危
険
箇
所
を
知
ら
せ

た
り
し
て
、
船
舶
の
安
全
を
確
保
し
て

い
る
。
海
上
交
通
の
要
と
な
る
重
要
な

設
備
だ
。

さ
れ
た
そ
う
だ
。「
そ
う
い
う
制
度
を

導
入
し
て
い
る
国
は
あ
ま
り
な
い
で
す

し
、
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
は
と
私
自

身
は
否
定
的
に
捉
え
て
い
ま
し
た
」
と

鈴
木
さ
ん
。
し
か
し
、
運
輸
省
は
税
務

局
と
何
度
も
協
議
を
重
ね
た
う
え
で
協

力
し
て
徴
収
制
度
を
整
備
し
、
徴
収
は

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。「
船
舶
と
通

信
す
る
こ
と
が
自
分
た
ち
の
収
入
に
な

り
ま
す
し
、
国
内
に
あ
る
30
の

V
T
S
セ
ン
タ
ー
が
競
う
よ
う
に
な

り
、
み
ん
な
の
や
る
気
も
ア
ッ
プ
。
驚

き
ま
し
た
」。
実
際
、
バ
タ
ム
で
は
通

信
回
数
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の
2

倍
以
上
に
伸
び
た
。

船
舶
航
行
の
国
際
的
な

枠
組
み
へ
の
参
加
に
意
欲

　
鈴
木
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
た
3
年
6
か
月
の
間
に
バ
タ
ム
と

ド
マ
イ
で
V
T
S
の
運
用
が
軌
道
に

2006年海上保安庁入庁。15年から3
年6か月、VTS運用の専門家としてイン
ドネシアにて技術指導を実施。

海上保安庁
海洋情報部 技術・国際課 国際業務室 
主任技術・国際官
鈴木伸也（すずき・しんや）さん
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案
件
名 難

し
い
海
峡
の
航
行
を

 
V船

舶
通
航
支
援
サ
ー
ビ
ス

T
S
で
サ
ポ
ー
ト

マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
囲
ま
れ
た
全
長
約
1
0
0
0
キ
ロ
の

マ
ラ
ッ
カ・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
で
、航
行
の
安
全
を
高
め
る
た
め
の

J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
き
た
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
協
力

バタムVTSセンターで行われたシミュレーターの研修。

バタムVTSセンターで
のオペレーションの
指導。日々、経験を
積むことで運用の精
度が上がっていく。

ドマイVTSセンターでオペレーションの指導をする鈴木さん（手前）。

各国の船舶がひっきりなしに行き来するマラッカ・
シンガポール海峡。

VTS運用能力の
向上に

期待しています

この情報が
重要

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

バタム V T Sセン
ター。インドネシア
でもっとも進んだ
施設となった。

船舶の航行を
監視します

海上交通   の安全
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え
る
べ
き
船
舶
交
通
の
安
全
や
航
路
の

確
保
な
ど
に
つ
い
て
日
本
の
事
例
を
紹

介
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
視
察
や

静
岡
県
清
水
市
の
地
震
・
防
災
セ
ン

タ
ー
訪
問
も
行
っ
て
い
る
。「
50
年
近

い
研
修
を
通
し
て
、
研
修
内
容
を
常
に

見
直
し
な
が
ら
、
研
修
員
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
研
修
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
研
修
へ
の
参
加
者
が
途
切
れ
な
い
理

由
の
ひ
と
つ
を
森
岡
さ
ん
は
語
る
。

　
測
量
か
ら
製
図
ま
で
を
一
貫
し
て
行

え
る
技
術
や
、
災
害
時
の
対
応
や
備
え

な
ど
、
日
本
が
こ
れ
ま
で
得
て
き
た
経

験
や
知
識
を
途
上
国
に
伝
え
る
こ
の
研

修
。
修
了
生
の
多
く
が
各
国
の
水
路
業

務
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
要
職

を
務
め
る
。「
東
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、

こ
の
研
修
は
水
路
部
門
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
水
路
部
長
に
な
る
た
め
の
登
竜
門
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
森
岡
さ
ん
。「
マ

レ
ー
シ
ア
の
現
水
路
部
長
は
、
約
30
年

前
の
本
研
修
の
修
了
生
で
あ
り
、
そ
の

前
の
水
路
部
長
も
ま
た
修
了
生
で
し
た
。

会
議
な
ど
で
顔
を
合
わ
せ
る
と
い
ま
で

も
日
本
語
で
挨
拶
し
て
く
れ
、
日
本
に

親
し
み
を
持
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
し
、

わ
れ
わ
れ
も
非
常
に
仕
事
が
や
り
や
す

い
。
こ
の
研
修
の
修
了
生
が
世
界
各
国

の
水
路
部
長
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
拡
大
す
れ
ば
、
日
本
の
船
舶
に
と
っ

て
も
自
由
で
安
全
な
開
か
れ
た
海
が
広

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
」。

＊海上輸送が安全かつ円滑に行われるために必要な業務。海の水深の調査、海図の刊行、航海の安全に必要な情報の収集、水路通報・航行警報の船
舶への提供などが含まれる。日本では、海上保安庁海洋情報部がその業務の中心を担っている。

よ
び
国
際
地
図
学
協
会
が
認
定
す
る
水

路
測
量
国
際
認
定
B
級
資
格
が
取
得

で
き
る
。

「
船
舶
の
航
行
や
入
港
に
必
要
不
可
欠

な
海
図
の
精
度
の
向
上
は
、
航
行
の
安

全
と
と
も
に
、
そ
の
国
の
経
済
活
動
に

と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
本
の
進
ん
だ
技
術
を
学
び

た
い
と
途
上
国
か
ら
研
修
員
が
参
加
し

ま
す
」
と
語
る
の
は
海
上
保
安
庁
で
本

研
修
を
担
当
す
る
森
岡
裕
詞
さ
ん
。
こ

れ
ま
で
の
参
加
国
は
46
。
東
南
ア
ジ
ア

を
中
心
に
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
南
米

長野県生まれ。1975年、海上保安庁入庁。
海洋情報部で海図編集・製図などに携わる。
2016年から現職。「津波シミュレーションを基に
した津波防災情報図の作製、国際海図
のコーディネーター（東アジア水路委員
会）、ODAによる電子海図研修などに
携わってきました。海図一筋です」。

広島県出身。2012年海上保安庁入庁。17
年7月から19年3月まで海図作製技術研修
に研修プログラム調整担当として携わる。「災
害事例や自律型潜水調査機器、航空レー
ザー測量など、途上国では知識や経験が少な
いテーマについても講義を行っています」。

日本水路協会 海外技術研修室長
細萱 泉（ほそがや・いずみ）さん

海上保安庁 
森岡裕詞（もりおか・ひろし）さん

「
海
図
作
製
技
術
〜
航
行
安
全・防
災
の
た
め
に
〜（
国
際
認
定
資
格
B
級
）」コ
ー
ス

研
修
名 海
図
作
製
の
人
材
育
成

船
舶
の
安
全
な
航
海
に
欠
か
せ
な
い「
海
図
」。水
深
、航
海
の
目
標
と
な
る
岬
な
ど
の
海
岸
地
形
、

灯
台
の
位
置
、海
潮
流
の
速
さ・方
向
な
ど
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る〝
海
の
地
図
〟だ
。

海
図
作
製
の
技
術
者
を
育
成
す
る
研
修
か
ら
は
4
0
0
人
を
超
え
る
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

50
年
近
く
続
く

静岡県の駿河湾では海上保安庁の船で海洋実習。

右上 : 陸上で実際に
測量にあたる。下 ： 別
府湾での測量実習に
向けて、測量機器の使
い方を学ぶ。左上 ： 海
上に出て海底の地形
を測量。

国際認定
資格をとります

モニターで

地形を確認

実際に
測ってみよう

な
ど
か
ら
の
参
加
者
も
お
り
、
昨
年
度

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
6
人
が
研
修
を
受
け
て
い
る
。

　
研
修
の
お
も
な
内
容
は
、
海
図
作
製

に
必
要
な
理
論
や
実
務
を
学
ぶ
講
義
と
、

実
際
に
海
に
出
て
海
図
作
製
に
必
要
な

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
測
量
実
習
、
そ
し

て
海
上
保
安
庁
の
測
量
船
を
使
っ
た
海

洋
実
習
だ
。
各
講
義
の
後
に
は
小
テ
ス

ト
や
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
あ
り
、
研
修
員

た
ち
は
勉
強
に
追
わ
れ
る
。

　
基
礎
的
な
講
義
を
経
て
行
わ
れ
る
測

量
実
習
は
研
修
の
目
玉
。
こ
の
数
年
は

大
分
県
別
府
市
に
滞
在
し
、
陸
上
で
は

海
岸
線
や
灯
台
の
位
置
を
、
別
府
湾
で

は
作
業
船
で
海
底
の
地
形
や
水
深
を
測

量
し
、
研
修
前
半
で
習
っ
た
理
論
や
技

術
の
生
か
し
方
を
実
地
で
学
ぶ
。「
実

習
で
は
最
新
鋭
の
測
量
機
器
の
使
用
に

加
え
て
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
も

取
得
し
て
解
析
し
、
研
修
員
が
母
国
に

戻
っ
て
も
精
度
の
高
い
測
量
が
で
き
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
」
と
日
本
水

路
協
会
の
細
萱
泉
さ
ん
は
言
う
。

水
路
業
務＊

の

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

　
2
0
0
6
年
か
ら
は
、
研
修
の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
に
〝
防
災
〞
が
加
わ
っ
た
。

04
年
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
以
後
、
地

震
や
津
波
、
台
風
な
ど
へ
の
対
策
を
学

び
た
い
と
い
う
声
に
応
え
た
も
の
だ
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
や
、
災
害
時
に
考

理
論
を
学
び
、

実
習
で
技
術
を
高
め
る

　
海
の
地
図
、
海
図
は
世
界
中
の
船
舶

が
活
用
す
る
も
の
で
、
国
際
基
準
で
作

る
必
要
が
あ
る
が
、
自
国
で
作
製
の
技

術
を
持
た
な
い
途
上
国
も
多
い
。
そ
こ

で
J
I
C
A
は
、
海
上
保
安
庁
海
洋

情
報
部
と
日
本
水
路
協
会
の
二
者
と
協

力
し
、
1
9
7
1
年
か
ら
海
図
作
製

の
技
術
者
を
育
成
す
る
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
期
間
は
約
半
年
。
修
了
す
る
と
、

国
際
測
量
者
連
盟
、
国
際
水
路
機
関
お

海上交通の安全

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

海上保安庁海洋情報部見学中に
海図を見ながら説明を受ける。

海上保安庁でのブリーフィングを受ける研修員。

2018年度の別府測
量実習で研修員が
作製した測量原図。
この図を基に海図が
作製される。
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